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理事 藤原晴子

活動スケジュール

NPO・えんは、まづくり・女性のキャリア実現・市民活動をサポー
トします。

NPO・えんは、まちづくり・女性のキャリア実現・市民活動をサポートします。

以下の通り
NPO ・えん定期総会を開催します。

■日時：2021年6月19日（土）
14時〜16時

■場所：多世代交流ひろば
「ぱるひろば辰巳」
及びZoomオンライン

「コロナ禍の子どもたちを案ずる」

昨年3月の学校休校から1年。マスクをつけ、重たいタブレットPCをランドセルに詰めて、子ど
もたちは登校するようになった。突然学校に行けなくなった当時を思うと、毎日通学できるだけで
ありがたい気持ちになるが、その一方で子どもたちを取り巻く変化の大きさに戸惑いも覚えている。
命を優先する対策に異を唱えるつもりはないが、教育現場や子どもたちの生活において十分に議論
されないまま、子どもたちの声を聴くこともできないまま、物事が進められていく傾向を案じてい
る。市民活動・市民運動に身を置く者として、対話や議論を大切に子どもたちの環境を整えてほし
いと願う。

この冬、学校では換気のために教室の窓や扉は開けたまま授業は行われた。暖房を強くしても外
気の寒さにはかなわないが、我が家の子どもが通う小学校ではナイロン地のシャカシャカ音が授業
の妨げになるからと教室でのジャンパー着用はNGとなり、中学校ではもともとの校則だからの一
点で女子のひざ掛けとタイツは禁止された。中学校の校長に許可を乞うも受け入れてもらえず、有
志の保護者が署名活動を行い、教育委員会に掛け合い、どうにか途中からタイツとひざ掛けをOK

にしてもらうことができたが、そもそも区内でタイツが校則で禁止されているのはたった2校であ
ったことも判明した。
近年ブラック校則と言われる理不尽な規則を見直す風潮の中、安全対策の名のものに必要以上に

ルールを厳格にしたり、管理上の都合を優先して子どもの教育や健康への配慮を二の次にしてよい
のだろうか。災害や有事において、社会的弱者は自己決定権を奪われ、一層きびしい立場に置かれ
やすい。実際この一年、高齢者、障がい者、乳幼児やその保護者へのさまざまな福祉サービスや施
策が滞ったために、孤立したり行き場をなくした人たちの話を何度も耳にした。一方で、集うこと
はできないが配食だけはと踏ん張る子ども食堂や、経済的に塾に通えない子どもに勉強を教える寺
子屋など、有事のときこそ草の根で手を差し伸べる市民活動があることは救いとなっている。

子どもたちが安心して教育を受けられる環境とは、オンライン授業の整備だけで解決するもので
はない。コロナ禍だからこそ、家族の仕事が安定し、
生活が満たされ、子どもが子どもらしく健康に過せる環境を
作ってほしいと願う。そのためには、行政はもっと資源を
投入していく必要があるし私たち大人は子どもたちの声に
耳を傾けていかなければならない。



●総会・理事会報告

「NPO・えん第84回理事会」は2021年3月4日(木)

役員4名の出席を得て、NPO・えん事務所及び理事自宅

をzoomで繋ぎ10時30分より開催しました。「報告事項」と

して(１)新型コロナウィルス感染拡大防止対応(２)事業報

告(３)自主事業(４)受託事業パルひろば辰巳(５)会計報

告協議事項(6)助成金等申請結果「協議事項」として(１)

万里夢発行(２)次回理事会について協議し、11時40分に

閉会しました。

●2020年度パルひろば辰巳の活動を振り返って

2020年3月、パルひろば辰巳では登録団体の活動のみが
行われ、ひろば企画や一般の方の利用は行われていませ
ん。
2019年度までは「パルひろば辰巳」を地元の方、多世代

の方の集いの場、気軽に立ち寄れるおしゃべりの場にして
いくように企画や環境を整備してきました。地域の方の安心、
安全な居場所を創っていきたいと考えたからです。2020度
は残念にも新型コロナウイルスの為、思うような活動ができ
ませんでした。しかし、街中などで以前利用いただいていた
方に会うと「早く、皆さんと話がしたい。」「皆さんと歌いた
い」「おしゃべりしながら食事がしたい」など以前のように、
お話ししながらひろばを利用したいという沢山の声をいただ
きました。2021年度コロナ後の日々は以前と少し違うかもし
れません。しかし新しい環境の中でも誰もが安心して楽しく
暮らせる地域の居場所となるために、Zoomなどリモートも
活用しながら楽しい企画を準備していきたいと思います。新
年度もよろしくお願いします。

NPO・えんは こんな支援ができます！
⦿女性のためのキャリアサポート
「えんカレッジ事業」を始め女性のキャリア作りの手伝い。

⦿まちつくりのサポート
地域の多世代交流ひろばの企画運営、市民労働への提言活動、
ＮＰＯ・企業・行政のネットワークつくり支援。

ＮＰＯ・えん会員募集中
■年会費：個人： 1口3,000円（何口でも）

団体： 1口3,000円（2口以上）
お振込先：ゆうちょ銀行 〇一九支店 当座 0061621

中央労働金庫 亀戸支店 口座番号 5339909

口座名：特定非営利活動法人エヌピーオーえん
■NPO・えん会員状況（2021年1月15日現在）
会員数47名 [正会員数20名/参助会員27名（内団体2）]

■ボランティアも募集しております。詳しくは事務局まで。

編集/発行 特定非営利活動法人 NPO・えん
〒１３５-0053 江東区辰巳1-1-34

TEL＆FAX：03-3522-0302
E-mail : info@npo-en.com
www.npo-en.com(ホームページ)
www.facebook.com/npo.en.japan
https://twitter.com/npo_en

絵習字

下半期は、コロナ禍における感染拡大防止や事業活動の維持・強化の為、中小
企業基盤整備機構の施策「中小企業デジタル化応援隊」に登録。IT専門家の支援
を受けて新たなソフトウェアを導入し、事業のオンラインやクラウド化を図りました。
また同時にセキュリティ対策も見直しました。
◆1/21（木）、2/18(木）「オレンジカフェ」～健康ミニ講座～と交流会

Zoomを使用しオンライン・オレンジカフェとして開催。Zoomサポートは山下マリさん
にお願いし、枝川長寿サポートセンター、江東区社会福祉協議会、一般社団法人
日本経絡かっさ促進会、多世代交流ひろば「パルひろば辰巳」と地域の皆さんを繋
ぎました。
◆3/4（木）「ゆったりカフェ」

リアルとオンラインを併用し、より気軽に誰でも参加しやすい交流の場をつくりまし
た。Zoomやスマホの操作に慣れるためのサポートの場として、次年度も継続します。
◆3月18日(木)に、えんカレッジとして

「ファブリックステンシル講座」を少人数で開催。カットソーにステンシルで絵を描い
て楽しみました。「皆で描くと楽しい」「また描きたい」とのお声があがり４月以降も開
催することになりました。
いずれもコロナ感染対策を十分に行い少人数で開催しました。
今後も、定期開催を目指し安心安全に参加できる交流の場を作ってまいります。

大正琴

自主事業報告


